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本論 で は宮城 中枢部 を通 して 日本 の古代国家の特質 にっ いて考察す る。 その ため序で は日本
の宮都 に関す る研究史 を特 に宮城 中枢部 に焦点をおいて整理す る。 日本 の宮都研究の歴史 は古
いが、戦前 においては主 に文献史料 や遺跡の地上観察 ・地名 な どか らの研 究 が行 われ て いた。
しか し、戦後 にな ってそ う した宮都 の比定や復原だ けではな く、宮都全体 の展開の あ り方 に着
目 した研究が現 れ るよ うにな った。 そ して岸俊男↑狩野久両氏 によ って従来 の研究方法 とは異
な る、 宮殿の機能 を考 え る機能論 的な研究が は じまった。機能 の検討か ら宮殿 の性格 を明 らか
にす るとい う手 法 は画期 的であ り、現在 さかんに行 われている宮都研究 の直接的な出発点 とな っ
た。 また岸氏の儀式 史料 を使 った研究 も今 日行われ る儀式研究 に影響 を与 え、宮殿 の機能 を考
え る際 に儀式研究が大 きな意 味を持っ よ うにな っている。 こうして現在宮都研究 はさかんになっ
て いるが、問題点 と して① これ までの研究 は大極殿 ・朝堂 に中心 がおか れ、内裏や曹司 につい
て はまだ不十分な点 、②平城宮以 降の研究 は大 き く進展 しつっあ るが、逆 にそれ以前 について
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の研究 は少 ない点、③ 日本 の宮都 の源流 である中国 の都城 に関 して はそれ ほ ど深 い研 究 はな さ
れていない点、④最近 の研究動 向 と して律令国家の完成 を平安前期 に求 める見方 があ るが、宮
都の展開か ら見 るとどのよ うにな るか とい う点 といった ものがあ る。一 方 中国 の都城研 究 にお
いては近年 日本 と同様 に機能論的 な研究 も多 くな りつつ あるが、 やはりまだ十分 とは言えない。
以上 のような研究 史を踏 まえて、 まず中国の宮城 中枢部 の展開過程 を検討 し、 日本 の宮都 の
検討を行いたい。そ こで①宮都 の展開か ら日本の古代国家 の展開 を見 る、② 日中 の宮城 中枢部
の比較を通 じて中国の皇帝 に対す る日本の天皇制 の特質 を考え る、 とい う二 つ の課題 を設定す
る。
第1部 中国の宮城 中枢部
第1章 「魏晋南北朝時代 の宮城 中枢部」で は日本 の宮都 の源流 を考 え るため に、陪唐長 安 の
成立過程 と して魏晋 南北朝 につ いて検討す る。 階唐長安 の宮城中枢部 は主要 な殿舎 が南北 に並
ぶ南北軸で あったの に対 して、魏 ・西晋 には太極殿 ・東西二堂型式 とい う東西 軸の宮殿構 造が
確立 した。太極殿 ・東 西二堂型式 というの は、大 きな儀式を行 う太 極殿 を中心 に、皇帝 が 日常「
的に政治を視 る東堂 、 と皇帝 の居住空間であ る西堂 とを東西 に配 置 した型式 で、 この型式 はそ
の後南朝の諸王朝 に継承 され るが、宋代 になる と西堂 も皇帝が定期 的に聴政する建物 に変化 し、
同時 に西堂 にかわ る皇帝 の居住 空間が新 しく建設 され る。 ここにこの型 式 は変 質す る ことにな
るが、以降の南朝 において も基 本的 には継承 されて い く。 また北朝 の北魏 で は当初 この型 式 と
は異なる北魏独 自の宮城中枢部 が建設 されていたが、孝文帝 の時代 に いわゆ る漢化 政策 が採 用
されて中国化が推進 され、 その一環 として宮城 中枢部 も太極殿 ・東西 二堂 型 式 に改 変 され た。
それはは じめ北魏 の都 であった平城 に導入 されたが、洛陽 に遷都す ることで都城 に関す る漢化
政策 は完成 する。
だが北魏 が東西 に分裂 した後、太極殿 ・東西二堂型式 は東魏 ・北斉 に は継承 されたが、西魏
を経て北周では全 く新 しい 『周礼』 に基づ く南北軸 の型式 が採用 された。 これ は 『周礼』 の記
述 に復古的に従 った もので、燕朝 ・治朝 ・外朝の三朝 か らな る型式で あ る。一これ まで これ ら三
朝の機能 は論者 によ って理解 が異 な って いたが、『周礼』『礼記』本文 に従 って検 討 した結 果、
燕朝が皇帝 の聴政場所、治朝が 臣下 の朝賀 を受 ける場所 とい うことが わか った。 さ らに北周 か
ら禅譲を受 けた階の大興城、 それを継承 した唐の長安城 に も基本的 に継承 され るが、 そ れ は北
周 とは異 なり内朝 ・中朝 ・外朝 の三朝か らな る形式 であ った。 これ らは燕朝 など とは違 い、 内
朝が皇帝 の居住空間、中朝が皇帝聴政 の場、外朝 が臣下 の朝賀 などを受 け る場 とい う よ うに、
北周の三朝制 とはずれがあ る。 しか しこの形 式 はすでに魏晋南北朝時代 か ら存在 して いた。 こ
うして外 か ら外朝 ・中朝 ・内朝 とい う三 っの区画 か らなる階唐 の長安 が完 成 した。前 期難波宮
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の宮城中枢部 の東西 に脇殿が付属 する形態が魏晋南北朝 の影響 を受 けた もの とい う岸氏 の指摘
があ るが、 前期難 波宮 の脇殿 がその遺構か ら東 西二堂 に相当す るとは考 えに くく、 やは り階唐
の影響 を受 けていた と考 え られる。
第2章 「階唐長安宮城 中枢部 の展開」で は前章 を受 けて階唐 の皇帝 の執務 の形 態 を検討 し、
日本 の天皇 の執務 のあ り方 を考 える前提 と した。唐 の宮城中枢部 について は 『大唐六典』 の中
に内朝 ・中朝 ・外朝の三朝制か らな っていた と記 され、長安太極宮で は内朝 が両儀殿 で ここで
は皇帝の 日常的聴政が行 われ、中朝が太極殿 で毎 月朔望 の日に皇帝が臣下の朝参 を受 け、外朝
が承天門で元 日朝賀な どを受 ける場であ った とされている。従来 この説 明 に従 って いたが、前
章 の検 討結 果か らす ると、内朝 は皇帝 の居住空間で あ り、中朝 は皇帝 の聴政場所 であ った こと
にな る。本章 で はこの点 を実例 を整理す る ことで明 らか に し、太極殿 は皇帝 が 日常 的に出御 し
て朝参 を受 け奏事 を聴 く場 であ り、両儀殿が重要案件 について重 臣を召 して議政す る場 であ っ
た ことを指摘 す る。 それが三代皇帝高宗の代 か ら毎 日太極殿 に出御す ることがな くなっていき、
両儀殿 に しか出御 しな くな ってい く。
そ して唐後半期 には新 たに建設 され た大 明宮 に皇帝 の居所 が移 るが、そこにも内朝の紫農殿、
中朝の宣政殿、外朝 の含元殿が作 られた。 これ らの機能 も原則 的には太極宮 と同 じく紫震殿 が
皇帝の居住 の場、宣政殿が 日常出御 して朝参 を受 け奏事 を聴 く場、含元殿が元 日朝 賀な どを受
ける場で あ った。 しか しこの原則 は実 際には守 られて お らず、皇帝 は宣政殿 には日常出御せず、
紫震殿で聴政 して いた。 だが臣下の朝参 はまず宣政殿 にお いて行われ、皇帝が宣政殿ではなく、
紫 震殿 に出御す ることにな ると、朝参 してきた臣下 らを紫震殿 に召 して いた。 この ように太極
殿 に出御す るか、 紫震殿 に出御 す るかは、 これまでの研究 では二者択一的に考え られていたが、
両方 の可能 性があ り皇帝 によ って選択 されて いたとい うことになる。 つ ま り宣政殿 に出御 しな
い場 合 は、紫震殿 で朝参 を受 けていたので ある。 しか し大事 なのはその場合で も宣 政殿 に朝参
す るのがあ くまで も基本 であ った点で、や はり皇帝 の 日常的 出御場所 は宣政殿であ った。 さ ら
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に出御場所 が紫震殿 に定着す る過程 を追 うが、画期 は徳 宗朝 にあ り、 この時期 に宣 政殿 に出御
す る形態 の復活 がはか られる。 それ以前 においては実 際 には皇帝 は紫農殿 に出御 してお り、 そ
こで聴政 していた。 しか し安史 の乱以降、乱 れた制度 を立て直す一環 と して、徳宗朝 に朝参制
度 も整備 されなお した。 そ こで は朝参場所 は宣政殿 を原 則 と してお り、宣政殿での聴政が復活
され よ うと した。 しか し結局その後 の諸皇帝 は宣政殿 で はな く紫震殿 に出御す るよ うにな って
いった。以上の検討結果か ら、大明宮 が太極宮 の矛盾 を解 消す る ものであ った点が指摘で きる。
太極宮で は 『大唐六典』 に元 日朝賀 は外朝 の承天門で受 け るとされてい るのに、実例 では太極
殿 で行 われていた。 これ は魏晋南北朝以来 の伝統 に よった もの と思 われ るが、 これ に対 して大
明宮で は、外朝 の含元殿 が元 日朝賀 の場 と して実 際 に も使 われてお り、太極宮 における矛盾を
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解決 して いる。
第2部 大極殿 の研究 、
第1章 「天皇聴政 と大極殿」 では階唐の皇帝 が中朝 の太極殿 で聴政 して いた こ とを受 けて、
日本の天皇 が大極殿 で 日常政務 を視て いた ことを指摘す る。天皇 の聴政場所 につ いて は平安前
期 に関 して は平安宮内裏 の紫震殿で あった ことが知 られて いたが、奈良時代 につ いて は二っの
説 が出されていた。一つ は大極殿 であ った とす る もの、 もう一 つ はすで に内裏正殿 であ った と
す るものである。そ こで本章 で は律令 の規定 に則 って検討 す る。唐令 の儀制令 には、 日食 や皇
帝 の親族 ・重 臣の喪 の際 には皇帝 は政治 を視 ないとい う規 定があ った。 この場合、第1部 第2
章 で見た とお り皇帝の聴政場所 は本来 中朝 の太極殿や宣政殿で あったので、皇帝 は中朝 には出
御 しなか った。 この規定を 日本令 の儀制令 も継受 したが、 『続 日本紀』 で は廃 朝 と表 現 されて
い ることか ら、逆 に奈良時代 の天皇 は 日常大極殿 に出御 して聴政 していた と推測 され る。 しカゴ
し、実質 的な聴政 は内裏正殿 で行 われて いた と考え る。 それ は天皇 の印 であ る内印の押捺 の仕
方 か ら推測 され、 こう した実際 の政務 は内裏正殿 で行 われていた。 それに対 して大極殿 での聴
政 は、狩野氏がすでに指摘 されているよ うに、大極殿が臣下を排除 した天皇の独占的空間であっ
た ことか ら臣下 が大極殿一郭 に入 って天皇 に直接奏上す る ことはな く、 臣下 たちの政務 は太政
官 の朝堂 で処理 されていた。つ ま り臣下 たちの政務 は朝堂院 の中で完結 して いた こ とにな り、
大極殿 に出御 した天皇 はそ こか ら朝堂 院で行 われている朝政 を見 ているだけであ った。 このよ
うに大極殿での天皇聴政 は象徴的 な ものであ り、実質的 な聴政 は内裏正殿 で行 われていたので
あ る。 このように天皇聴政 も二 重構造 を持 っていた ことになるが、二重 にな ったのは大極殿 が
排他的 な性格 に変 わった時か らであ った。 それまで は前期難波宮 の内裏前殿 のよ うに同 じ建物
で臣下 の朝参を受 けるとともに 日常 的な政務 も視て いた形か ら、大極殿で朝参 を受 けて象徴的
な聴政 を行 い、 内裏正殿 で実質 的な聴政 を行 う形 に変化 したと考え られ る。 そ して制度的 には
実 際に天皇が大極殿 に出な くな っていて もこの原則 は奈良時代 いっぱ いは継承 されて いた。 し
か しそれが長岡宮 の内裏 が朝堂 院か ら分離 して西宮か ら東宮 に移転 した時 に、天皇聴政 の場 は
内裏 に統合 されたと思われ る。 そ して天皇が大極殿 に出御 しな くな る理 由は天皇 と臣下双方 に
あ ったと思われ、天皇 と しては当初 は臣下 を毎 日朝参 させ るための求 心力 と して 自分 も毎 日出
御 する必要があ ったが、朝参 の制度 が定着 して しま うと必ず しも出御す る必要が な くな らてい
た し、 臣下 にとって も朝参 す る意 味は朝堂で の朝政 に参加 す ることに重点が移 っていき、 しか
も天皇 に直接奏上す ることもで きないので、天皇の出御 を必要 と しな くな ってい った。 こうし
て天皇の 日常 的な出御 は行 われな くな って いった。
第2章 「太極殿 と大極殿」 では 日本 の大極殿の成立過程 を検 討 して、宮都 の中国化 の画期 を
平城宮 の中央区建設 に求 め る。 まず 中国 の太極殿が魏晋 南北 朝 と晴唐 とで は性格 が異 な ること
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を指摘す る。魏晋南北朝 では太極殿上 の皇帝 の座 は元 日会や読五時令な どの際、南面以外 の方
向に も設 け られていた。 だが階唐 にな ると致斎 や皇太子 と私的 な関係で対面 す る時 などの例外
を除 いて、君 臣間の席次 である南面 しか しな くな り、 しか も特殊 な場 合を除いて、天皇 は太極
殿 の中で も頂点 に位置す る北壁下 にすわ っていた。 この ことか ら皇帝権 力が強大化 した ことが
うかがえ る。逆 に両時代 に共通 してい届 の は、 臣下 や外国使節 など も太極 殿上 に昇 った り、太
極殿一郭 に参入 する ことができた点であ る。 それに対 して 日本 の大極殿 は、狩野久 氏が指摘 さ
れたよ うに、天皇 の独 占的空間であ り太極殿 とは性格が異 なる。 この点 で は日本の大極 殿 は中
国 の太極殿 を単純 に模倣 したとは言 えず、 む しろ 日本独 自の性格であ った ことにな る。 逆 に臣
下 たちを召 し入 れていた点で、 まだ大極殿 ではな く 『日本書紀』の文飾 とされ る飛鳥浄御原 宮
の 「大極殿」(天皇 の独 占的空 間である大極殿 に対 してそ うでない ものには 「」 を付 す)の 方
が中国的で あ った とい うことになる。最近小沢毅氏 は飛鳥浄御原宮の遺構 の検討 か ら飛鳥浄御
原宮 ですで に 「大極殿」 が成立 して いた ことを指摘 されて いるが、名称 と しての 「大極 殿」 の
存在 は小沢氏 の指摘 のよ うに否定で きない。 しか し、 臣下 を召 し入れ ることができる 「大極殿」
か ら排他 的な大極殿 に変質 したのは、飛鳥 浄御原令 の制定 に起因 して いると思われ る。 持統朝
に制定 された飛鳥浄御原令 の前後 の記事を比較 す ると、 それ以前で は大極 殿で も臣下 を召 して
饗宴 な どが行 われていたが、制定以後 にな ると貴族層 を内裏 に召 して饗宴が行われ、全 臣下 が
参加 す る場 合 には朝堂 で行 われていた。っ まり大極殿 に召す とい うことがな くな るの であ る。
この ことか ら臣下 を召 し入 れない大極殿の成立 は飛鳥浄御原令制定 を画期 と して いた ことにな
る。 しか し平城宮 の新 しい形態 の中央区の大極殿 は広 い前庭 を持 ってお り、今泉 隆雄氏 の指摘
に よれば元 日朝賀 な どの際臣下 をそ こに召 し入れていた とい う。 とすれば この中央区 は日本独
自の大極殿 が中国化 された最大 の画期 と言 える。 天武 ・持統朝 は天皇権力が強大 化 した時期 と
され るが、 その時期 に大極殿 も臣下 を排除 した空間 とな ったが、平城京遷都 にと もなって唐 の
太極殿 を模 倣 して臣下 を入 れ る形態 にな ったのであ る。近年宮都 の中国化 は平安前期 に大 き く
進展 す るとい う見方 が出 されているが、宮城中枢 部の展開 か ら見 る と奈良時代初め にあ ったと
考 え られ る。
第3章 「旬儀 の成立 と展 開」 では旬儀 にっ いて検討 す る。旬儀 は、10日ごとに臣下 を内裏 に
召 して天皇 が饗宴 を賜 うとともに政務 を視 るとい う儀式 である。 これ まで旬儀 は本来天皇が毎
日政務 を視 て いたのが、徐 々に視 な くな って いき、 っいに10日ごとにな り、 さ らに年2回 の二
孟旬 にな った とされて きた。 しか し、正史 などを整理 す ると、 日常的 に内裏 の紫震殿 に出御 し
て いたと考え られ る桓武朝 か ら仁明朝 まで の間 にも、旬儀 らしい記事 が多 く見 出され る ことか
ら、毎 日の天皇聴政が衰退 して旬儀 に変 わ ったという通説 は成 り立 たない。 この ことか ら旬儀
の本質 は政務 を視 ることで はな く、饗宴 にあった ことがわか る。 そ して平安前期の饗宴 の記事
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を整理す ると、桓武朝 か ら淳和朝 まで は旬儀の 日以外 の 日に も饗宴がさかんに行われていたが、
次 の仁明朝 にな るとほとんど全 て旬儀の 日にな る。 また旬儀 の本質をよ く表 す侍従厨献物儀 が
登場す るの も仁 明朝以降で あ り、場所 が紫農殿 に固定す るの も仁明朝 であ った。 これ らの点 か
ら旬儀の成立 は仁 明朝で あ った ことがわか り、旬儀 の本質 は定 期的に臣下 を内裏 に召 し、 臣下
を代表 して侍従厨か ら天皇 に献物 が行 われ、 それ に対 して天皇 か ら饗宴 を賜 わる とい う、君 臣
関係 の確認 にあった。 そ して臣下 に とっては旬儀 で支給 され る禄 は定期的 な収入 として の意味
があ った。 この ような旬儀 は日本独 自に始め られた ものではな く、中国の定期入朝制を模 した
もの と思われ る。 中国で は古 くか ら臣下 を定期的に朝参 させ る制度が あったが、 日本で は毎 日
朝参す る制度であ り、 中国のよ うな定期入朝制 は導入 されていなか った。 それ を導 入 したのが
旬儀で あった。 しか し旬 儀 はこの後饗宴か ら政務儀礼へ と変化す る。 それ は文徳朝か ら陽成朝
まで断絶 した後 に光孝朝 に復活 した際 に、光孝天皇 は毎 日紫震殿 に出御 しな くな り、旬儀 の日
にだけ出御 して政務 を視 るようにな ったことによる。 この旬儀 の変質 によって紫農殿 は天皇 が
毎 日聴政す る場で はな くな り、政務儀礼 も含めて儀式 の場へ と変化 した。 また、天皇 も本来毎
日出御 して聴政す る律令 制的な天皇か ら、 出御せ ず清涼殿で生活 しつつ聴 政す る王朝 国家的天
皇 に変化 したと言 え、その最初 が光孝天皇であ った。
第3部 宮城の空間構造
第1章 「内裏の脇殿」 で はこれまで あまり研究 の手が及んで いなか った内裏 に注 目し、 内裏
正殿 に付属す る四棟 の脇殿 の機能 の検討か ら、内裏正殿一郭 の性格 を考 え る。一般 に脇殿 は正
殿に座す主人 に対 して臣下 が座す場 と考 え られて いたが、平安宮 内裏 の紫震殿 に付属す る脇殿
はいず れ も収納施設 と して使 われてお り、儀式や饗宴の場合 に もそ こに臣下 の座 が設 け られ る
ことはなか った。 そ して臣下 の座 は脇殿で はな く、紫廣殿 の前庭 に握舎 を設置 して そ こに設 け
られていた。っ まり紫震殿一郭 の空間構造 は紫震殿 一前庭 とい う形態で あ った ことにな り、 こ
の形態 はさらに遡 って飛鳥浄御原宮 や平城宮の内裏 に まで遡 る ことがで きる。 この よ うに令制
以前か ら内裏正殿一郭 の空間構造 は正殿 一前庭 とい う形態で あ った。一 方脇殿 の機能 も直接的
な史料 はないのであるが、平城宮跡 か ら蔵人 に関す る墨書土器が発見 され てお り、平 安時代 に
おいて蔵人 は紫震殿 の脇殿 を管掌 していた ことか ら、奈良時代 に も蔵人 が いたとすれば、内裏
正殿 の脇殿 もこの蔵人 によって管掌 されてお り、 やは り収納施設であ った とい うことが推 測 さ
れ る。 このよ うに内裏 正殿一郭 が正殿 一脇殿 ではな く正殿 一前庭 とい う空間構造 であ った とす
れば、饗宴 の際 に臣下 の座が設 け られ る朝堂院 と比較す ると、内裏 の形 態が本来 的であ り、朝
堂院の方が後次的であ ったと言 える。つ まり朝堂院 にお いて饗宴 の際に臣下 の座 が設 け られ る
のは、 そ こが本来臣下 が政務 を とる庁であ ったか ら、臣下 の座 が設 け られるのは当然であった。
それ に対 して内裏で は朝政 は行 われ ないか ら朝堂 は最初 か ら存在 せず、 臣下 の座 を設 け るため
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の施設 は存在 しなか ったのであ る。 この点で朝堂院 の方 が使 い方 としては後次的で あ った こと
にな る。
第2章 「曹司 の空間構造」 で は宮城 内の役所で ある曹司 につ いて、 やは り脇殿 の機能 に注 目
しなが ら検討す る。 しか し全 ての曹 司につ いては論及で きな いので、脇殿 が付属 していた こと
がわか る太政官曹司庁 と宮内省曹司、 そ して近年発掘調査で遺構が確認 され た式部省曹 司な ど
を取 り上げ る。阿部義 平氏 によって地方 の国庁 の コ字型建物配置 は太政官 曹司庁を もとに して
いたとされ る。 しか し太政官曹司庁 は国庁 のモデル とは言え ない。つ まり太政官曹司庁 は正庁
が公卿以 上の議政官の議政の場 であ り、西庁 が弁官 による日常的 な執務 の場、東庁 がや はり弁
官 の下級 役人の勤務評 定の場 に使 われてお り、太政官曹司庁は正庁 ・東西庁の3つ の庁が集 まっ
てで きた形態を していた。 この点 で太政官曹司庁 は極めて特殊 な成 り立 ちを していた ことにな
り、 国庁のモデル とは考 え られない。 さ らに弁官以下書記官 であ る史生 ・官掌 まで もが西庁上
に座 を設 けられて いることか ら、弁官 の政務 は基本的 に西庁上 だけで完結 していたと思われ る。
つ まり弁官 の政務 には脇殿 は必要 なか ったのであ る。 また、宮 内省 も正庁 に脇殿が付属す る形
態 であ ったが、 その脇殿 は宮 内省 で行 われ る儀式の場 と してさかんに使 われ てい た。 しか し、
その儀式 はいずれ も宮 内省が主導す る もので はな く、他 の官 司の者 が主導 す る儀式 で あ った。
この点 か ら宮 内省 のよ うに脇殿 がさかんに使われ るの はむ しろ特殊で あ り、逆 に宮内省 自身 の
政務 は脇殿 を使 わず、弁官 のよ うに正庁上 だけで完結 していた と推測 され る。 そ して宮内省の
脇殿 の史料 か ら脇殿 の構造 が床張 りで はな く土間であ った らしい ことが わかる。次 に平城宮で
発掘 された式部省 を見 ると、 その脇殿 は床張 りであった。っまり宮内省 とは異なった構造であっ
たが、 この ことか ら式部省 の脇殿 が儀式 などで使われ ることがなか ったと推測 され、逆 に文書
の作成 や保管 のために使 われていたと想像 され る。 内裏 の脇殿 のよ うに収納庫で あったか ど う
か は不 明だが、 いずれにせよ曹司 の空間構造 も正庁 一前庭 とい う構造で あったと言 え る。
結語
結語 で はは じめに全体 の論 旨の要約 を行 うとともに問題点 の整理 をす る。本論 で扱 って きた
宮城 中枢 部 とは単 に儀式 や政務 の行 われる場 というだ けでな く、 それ を建造 した国家全体の理
念 や考 え方が象徴 的に表現 されている もの と考え るので、以下宮城中枢部 を通 して 日本古 代 の
律 令国家の特質 にっいて考察 す る。 まず律令国家の成立 ・完成 につ いて は近年奈良時代初 めで
はな く、平安前 期に求 め る意見 が多 くな って いる。 しか し宮城 中枢部 の展開 を見 ると、 中国 の
太極殿 の機 能 に近 いの は飛鳥浄御原宮 の 「大極 殿」 であ り、 それが飛鳥浄御原令制定 によって
排他 的な天 皇の独 占的空 間の大極殿 に変わ り、天皇 は貴族層 とは内裏で対面 し、全臣下 とは朝
堂 で対面 す るとい う二 っの顔 を持っ ことにな る。その背景 には天皇権力の強化 と神聖化 があ っ
た と思 われ るが、 それが再 び中国化 され るのが平城宮 中央区 であ った。 つ ま りここに宮城 中枢
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部 の中国化 の最大 の画期があ った ことになる。 しか し中央 区 も臣下 を召す前庭を持 ったとはい
え、 そ こは閤門内で、貴族層 しか入 れない という限界があ ったδ 中国 の太極殿が全臣下 に開か
れ ていたのに対 して、 日本 では貴族層 に しか開かれていなか ったので ある。 また、 天皇聴政 も
排他的 な大極殿 の成立 によ って象徴的 な もの と実質的な もの とに分離 したが、 それが統一 され
たのが長岡宮で あ った。 そ して光孝朝以後天 皇聴政 の場 は紫震殿で はな く清涼殿 に移 る。 この
よ うに天皇聴政 の場 は徐 々に奥 の方 に移 ってい ったが、 この点 に古代天皇制 の特質が よ く現れ
て いる。っ ま り天皇 が貴族層 と全 臣下 とに対 す る二 つの顔 を持っ点、平城宮中央 区が中国化 し
た と して も結局貴族層 しか入 れなか った点か ら、天皇 の 目は畿 内の豪族 の系譜 をひ く貴族層 に
しか向 いていなか った ことが わか り、中国の皇帝 が全世界 に向か って いたの に対 して、天皇 は
そ うで はな くあ くまで も畿 内の王権 とい う枠か ら脱却 で きなか った。 ここに小帝 国 と して中国
の模倣 を して きた 日本古代天皇制 の限界があ った。 この意 味で畿 内政権論 に は賛成 で あ るが、
貴族制論 には反対 であ り、 内裏正殿 一前庭 とい う空 間構造 か らもわか るとお り、臣下 の座 は正
殿上で はな く前庭 に仮設 された握舎 に設 け られて いた。 っ まり貴族層 は天皇 と畿内政権 を形成
す る共 同体 ではあ るが、両者 の間 にははっきりと した格差 があ ったので ある。 そ して殿上 に座
を持っ議政官 だけが真 に天皇 の共 同統治者 と言えた。以上 が古代天皇制 の内実で あ った ど考 え
られ る。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、 日本 の古代宮都 の うち、内裏 ・大極 殿な どの宮城 中枢部 と曹 司の構造 と変遷、 そ
の歴史的意義 につ いて論 じた もので ある。全体 は3部7章 よ りな る。
序章 で は、 これまでの研究史 を整理 して研 究の課題 を設 定す る。
第1部 「中国 の宮城 中枢部」 は、 日本の都城 と比較す るために、 その源流 とな った中国 の魏
晋南北朝 か ら階唐 に至 る宮城 中枢部 の構造 と変遷 を考察 す る。 ・
第1章 「魏晋南北朝時代 の宮城 中枢部」 は、魏晋南北朝 か ら階唐 に至 る太極殿 を中心 とす る
宮城 中枢部 の構造 と変遷 たっ いて検討す る。魏晋南北朝 の宮城中枢部 は太極殿 の東西 に東西堂
を配置 する東西軸 の宮殿構造 であったが、北朝の北周 で 『周礼』 に基 づ き燕朝 ・治朝 ・外朝 を
南北 に並 べ る南北軸 の宮殿構造 に転換 し、階唐 はこの構造 を継承 した うえで、 内朝 ・中朝 ・外
朝 の三朝型式 の構造 を作 り出 した ことを主 張す る。
第2章 「階唐長安宮城 中枢部 の展開」 は、唐の長安 の太極殿 と大明宮 の宮城 中枢部 にお ける
皇帝 の執務形態 を考察 す る。両宮 中枢部 の宮殿の利用 は、本来内朝の両 儀殿 ・紫震殿 が皇帝 の
一320一
居住、 中朝 の太極殿 ・宣政殿が 日常 的な聴政、外朝 の承 天門 ・含元殿 が朝賀 であるが、唐代後
半 には紫震殿 が 日常 的な聴政 の場 にな ることを明 らかに し、 これまでの 『大唐六典』のみによっ
ていた三朝 の利 用形 態 にっ いての考 え に再考 をせ ま る。
第2部 「大極殿 の研 究」 は、 第1部 をふまえて日本 の大極殿 につ いて考察 す る。
第1章 「天皇聴 政 と大極殿」 は、 学界で議論 のあ る天皇 の聴政 の場 にっいて検討 す る。 奈良
時代 に は天皇の聴 政 は、天皇が大極 殿 に出御 して朝堂 における臣下 の朝政 を視 る象徴 的な聴 政
と、 内裏正 殿 にお ける実質的な聴政 の二重構造で あ ったが、 長岡宮以 降、 内裏正殿 におけ る聴
政 に一本 化 され ることを解明す る。
第2章 「太極殿 と大 極殿」 は、唐 の太極殿 との比較か ら大極 殿の成立過 程 を考察 す る。689
年 の飛鳥 浄御原令の制 定 によって、飛鳥浄御原宮 にお いて大極殿一郭 が臣下 を排除す る天皇 の
独 占的空 間 にな る。 唐の太極 殿一郭 は臣下 が参入で きるが、 この点で この時期 の大極殿 は 日本
独特 の形 態で ある。奈 良時代初 めに平城宮 の中央区 に臣下を召 し入 れ る前庭 を伴 う大極殿 が成
立 して中国化 し、 これが最大 の画期 であ ることを明 らか にす る。
第3章 「旬儀の成立 と展開」 は、10日ごとに天皇 が内裏 紫震殿 に臣下 を召 して饗宴 を賜 い政
務 を行 う旬儀 に関す る考察で ある。 旬儀 は、通説 のよ うに天皇 の毎 日の聴政 が変質 した もので 「
はな く、そ の本質 は、 天皇が臣下 の奉献 に対 して饗宴 を賜 い、君臣関係 を確認 す るところにあ
る。旬儀 は中国 の定期入朝制 を受容 して9世 紀前半 の仁明朝 に成立 す る。9世 紀末 の光孝朝 に
は、旬儀が饗宴か ら政務儀礼 に変質す ることによ って、紫震殿が政務 の場 か ら政務儀礼 を含 め
た儀式 の場 に変質 し、光孝朝 は律令制的天皇 か ら王朝国家的天皇へ転換 す る大 きな画期 であ る
ことを明 らかにす る。
第3部 「宮城 の空間構造」 は、内裏 と宮城 内の役所 である曹司 について、正殿 の前 の東西 に
脇殿 を配置 す る、 いわゆる コ字形配置 の空間構造 の意味 を考察す る。
第1章 「内裏 の脇殿」 は、 内裏 のコ字形配 置の空間構造 にっ いての考察であ る。平安 宮の内
裏 は正殿 の紫農殿 の前 の東西 に各2棟 の脇殿を配 置 し、脇殿 は、通説の ように天皇 の座 す紫 震
殿 に対 して臣下 の座 す殿 で はな く、収納施設であ る。儀式 ・饗宴 は、紫震殿の前庭 に臣下 の座
を設 けて、 紫哀殿一前庭 の形態 で行わ れ、 この内裏 の利用形態 は7世 紀後半 の飛鳥浄御 原宮 ま
で遡 ることを明 らかにす る。
第2章 「曹司の空間構造」 は、同 じくコ字形配 置を とる曹司 の空間構造 につ いて考察 す る。
太政官 ・宮内省 ・式部省 の曹 司ではいずれ も、儀 式 ・政務 で正殿 一脇殿の形態で はな く、 内裏
と同 じく正殿 一前庭 とい う形態 で用 い られた ことを明 らかにす る。
「結語」で は、宮城中枢部 が国家全体 の理念や考え方 を象徴 的に表現す るものであ るとい う
考 えに基づ いて、宮城中枢部の構造 か ら古代 日本の律令 国家 の特質 について次の点を指摘する。
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(1)飛鳥浄御 原宮 において飛鳥浄御原令 の制定 によって、大極殿 が天皇 の独 占的な空間 にな るの
は、天武 ・持統朝 の天皇権力 の強大化 ・神聖化 の結果 である。奈良時代初 め、平城 宮中央 区 に
おける臣下 を召 し入 れ る前庭 を伴 う大極殿の成立 は、 中国化 とい う点で宮城 中枢部の 変 遷 にお
ける最大 の画期 であ る。天皇聴政 の場が紫農殿 か ら清涼殿 に変 わる9世 紀末 の光孝朝 は、律令
制的天皇か ら王朝国家的天皇へ の転換の画期であ る。②天皇の聴政の二重構造 において内裏 に
おける実質的 な聴政 は貴族層 とのみ行 い、 また平城宮 中央区の大極殿一郭 に召 し入 れ るの も貴
族層だけで あ って、天皇が直接対面す るの は、畿 内豪族 の系譜 を引 く貴族層 に限 られ る点 か ら
みて、律令国家 の天皇 は大和政権時代の畿 内の王権 とい う枠か ら脱却 で きず、 ここに 日本 の古
代天皇制 の限界 がある。
本論文 は、7世 紀～9世 紀 の宮都の宮城 中枢部 と曹司 の構造 と変遷、 その歴史 的意義 にっ い
て、 そこで行 われ る儀式 ・政務、中国都城 との比較 などの観点 か ら解 明 し、 さらに この問題 か
ら日本の律令国家 の特質 を究明す ることに成功 して いる。その考察 は、高 い実証性 に裏 付 け ら
れて説得的で あ り、多 くの新 しい知見 を含 んでいる。 その研究成果 は古代宮都 の研究 は もとよ
り、律令国家 の研究を大 き く進展 せ しめ るもので あ り、斯 界の学 問的発展 に寄与す ると ころ大
なるものが ある。
よって本論文の提出者 は博士(文 学)の 学位を授与 され るに十分 な資格 を有す る もの と認 め
られ る。
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